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2 一 イ バ ベー ダー ト の 徳 
の が ゥ デー の 徳 


マー シャ ツン シィ アッ フク ァ ー シ ( 條 に アッ ラー の てこ 清 旧 あれ) ば は 計 い 主 
し た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平 安 と 祝福 あれ ) は 言い まし 
た : “ ウ が ゥ ー を し 、 そ れ を 全う する 者 の 体 か ら は その 罪 が 流れ 出 よ う 。 そ 
し て それ は 彼 の 爪 の 先 か ら も 、 滴 り 落 ちる の で ある 。"” 」 (ムスリム の 伝承 
リ 


@ が ゥ ー 及 びそ の 他 の こと に お いて 、 右 側 か ら 始 め る こと の 徳 


アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 役 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 靴 を 履く 時 や 髪 を 稀 で と か す 時 、 体 を 
洗浄 する 時 な ど 全 て の こと に お いて 、 右 側 か ら 始 め る こと を 好 ん で いま し た 
。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9 








() が ゥ ー の 後 ゲ テ ー (礼拝 ) する こと の 徳 : 


ウ ク バ ・ プ ブン ・ ア ー ミ ル ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) は 、 預 言 者 ( 役 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : 「 ウ が ゥ ー を 
全う し 、 そ れ か ら 心 と 顔 を も っ て 2 ラク ア 
"の ダテ ー (礼拝 ) に 向かう ムスリム は 、 必 ず や 天国 に 入る で あろ う 。」 ( ム 
スリ ム の 伝承 り 





@ ゲー ン (礼拝 へ の 呼び か け ) の 徳 : 


の XR ンー ダグ ジッ ググ ドジ シッ ママ デン 0 アグ テー リブ デー ドア 
ル ニ テニ フ ドッ リー (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が 彼 に こう 語っ た 、 と 伝え 
て いま す : 「“ 邊 の 見 た と ころ 、 あ な た は 羊 と 砂漠 を 愛し て いる 。 そ れ で あ 
な た は 羊 と 共に ある 時 、 あ る い は 砂漠 に ある 時 、 ゲ ラー (礼拝 ) の た め に デ 
ゲー ン を する な ら ば 呼び 声 を 高らか に 上 げ る の だ 。 と いう の も “ デ ゲ が ー ン を 
する 者 の 声 を 聞い た 者 は ジン で あっ て も 人 間 で あっ て も 、 あ る い は 何で あろ 
うと 、 審 判 の 日 に 彼 の た め に 証言 し て くれ る で あろ う ” か ら で あ る 。” 」 ア 
デー・ サ イー ド Fa 言い まし た ! こ れ は 邊 が アデ アッラー の 便 舗 (第 に ア ッ ラ テラー 
か ら の 平安 と 祝福 あれ ) か ら 聞 いた こと で す 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 
り 





訳者 注 : 諸々 の 箇 拝 行為 や 、 ア ッ ラ ー と 人 間 の 間 の 諸々 の 取り 決め の こと 。 
訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清 浄化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (245) 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (168) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (268) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 











よら ko ロ 


呈 
訳者 注 : 2 セッ ト の 礼拝 の こと 。 ま た 「 心 と 顔 を も っ て 」 と いう の は 、 心 は 明 怖 と 服従 の 中 枢 で あり 、 顔 は 礼拝 中 に 
あら ぬ 方 向 に 振り 向 か ず キ ブ ラ (カアバ 神殿 の 方 向 ) に 集中 し て いる と いう こと で 、 礼 振 に お ける 明 怖 の 念 や アッ 
ラー を 唱 念 す る こと へ の 集中 な ど を 意味 し て いる 。 

65 サ ヒ ビーフ ・ ム スリ ム (234) 。 

7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (609) 。 



































ワー アデ デー フラ イラ ( 彼 に デッラ ー の 満悦 あれ ) に よれ ば 。 デッラ ー 
の 使徒 ( 彼 に 陸生 
へ の ) 呼び か け と (礼拝 に お いて ) 最前 列 (に 立つ こと に 潜む 偉大 な 報 角 と 
AS 
)。 ぐ 。 選 肌 寺 まる し なく な の ただ お し だら 。 條 らち は そう し た で め ろ う 。 | (デア 
ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9 











3 一 ム ア ー ウ ィ ヤ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 後 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : 「 ア ゲー ン 
する 者 た ち は 審 判 の 日 、 最 も 首 の 長い 者 た ち で ある "。」 (ムスリム の 伝承 
9 








① ダ ジテ ー (礼拝 ) の 徳 


@ ダメ ジー (礼拝 ) に 歩い て 行く こと と 、 モ スク で ダ ジ ー ム ・ 之 と 
デジ マー ズ (集団 礼 振 ) する こと の 徳 : 


1 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ダ ラー ム ・ 
フン シテ ジィ マー ズ グ (集団 礼拝 ) は 家 や 市 場 で 単独 で する ダラー (礼拝 ) より 
、25 段 階 も (その 報奨 や 徳 に お いて ) 優れ て いる 。 そ れ で が ゥ ー" 

を し 、 和 を れ を 全う し て グ ジ ー (4 拝 ) の み を 欲し つつ 和 モ スク グ へ と 向かう 者 は 
、 ア ッ ラ ー が モス ク ま で の その 一 歩 一 歩 に お いて 彼 の 位階 を 1 つ ず つ 上 げ て 下 
さり 、 か つ 彼 の 過ち を 1 つ 1 つ 取り 除い て 下さ る で あろ う 。 そ し て モス ク に 入 
れ ば 次 の テー (礼拝 ) まで そこ で 待ち も 、 そ し て 彼 は その 間 サ テー (礼拝) 

を し て いる と 見 な され る 。 そ し て 彼 が ダラ テー (礼拝 ) する 場所 に いる 間 、 天 
使 が 彼 の た め に こう 祈り 続け る : “アッ ラー よ 、 彼 の 罪 を し 給え 。 彼 が そ 
の 清浄 な 状態 に ある 限り 、 慈 し み 給 え 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム 
の 伝承 う 






































2- イ ブン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー 
の 使徒 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ダ テー ム ・ 
アグ シテ ジィ マー ズ ア (集団 礼拝 ) は 単独 で する それ より も 、 (その 報奨 や 得 に 
お いて ) 27 段 階 優 れ て いる 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 








@ 朝 タ に モス ク に 赴く 者 の 徳 : 





アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 朝 タ に モス ク に 





8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (615) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (437) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
9 


訳者 注 : その 意味 に 関し て は 、 審 判 の 日 に アッ ラー の ご 慈悲 を 最も 待ち わび る 者 た ちと な る と か 、 ま た 偉大 な 報奨 
を 得る と か 、 あ る い は 汗 で 体 が 埋もれ る 時 に 首 が 長く な っ て 助かる と か 、 あ る い は その 日 人 々 の 首 傾 に な る と か い 
っ た 解釈 が あり ます 。 

10 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (387) 。 

1 訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清浄 化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 
2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (477) 、 サ ヒー フ ・ 人 RS こけ の た ミワ どの の 

由 サエ ー フ ・ ア ル ニ ブ ハー リー (645) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (650) 。 文 章 は アル ニブ プ ハー リー の も の 。 


























赴く 者 に は 、 彼 が 朝夕 に 出かけ る 度 に 、 ア ッ ラ ー が 天国 に お ける 歓待 を ご 用 
意 下さ る で あろ う 。」 (アル テ プ ハ ーー リー とみ ふ ス リム の 伝承 ⑨ 


人 @ ググ ジー (礼拝 ) を 厳 下 さ と 静粛 さ を も っ て 行う こと の 徳 : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ダ テー (礼拝 ) 
が 始ま っ て し まっ た ら 、 あ くせ く 急 いで や っ て 来る の で は な い 。 静 斎 さ を も 
っ て 赴く の だ 。 そ し て ( み デ ー の ラク ア で ) 問 に 合っ た も の は (彼ら と 共に 
) 行い 、 そ う で な か っ た も の は ( 皆 が 終わ っ た 後に 補う 形 で ) 完遂 する の だ 
。 あ な た 方 が ダテ ー (礼拝 ) を 意図 し て 歩ん で いる 時 は 、 (既に ) テー ( 
礼拝 ) の 中 に ある の で ある 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ⑤) 











@⑥ クン ミー ジ の 徳 : 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 あ な た 方 が “ デ 
= うー お 言い 、 天 に あめ ある 天 便 だ らち や “ジー マー デーン? だ 言 つ る で それ が 
互い に 重なる 時 、 彼 が 以前 犯 し た 罪 は さ れる で あろ う 。」 (アル テ ブ ハー 
リー と ムスリム の 伝承 ") 














@ 規定 時 間 に 忠 実に デー (礼拝 ) する こと の 徳 : 


2 ドアラ アーッ ジジ ッ マ スウ ー ド 1 條 に デメ ラー の ご 洪 條 あ れ ) 信 言 いま 
し た : 「 私 は 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 尋ね まし た : 
“アッ ラー が 最も 愛 で ら れる 行為 は 何で し ょ うか ?” (預言 者 は ) 言い まし 
た : “規定 時 間 通 り に ダテ ー (礼拝 ) する こと だ 。” (私 は ) 言い まし た : 
“その 次 は ?” (預言 者 は ) 言い まし た : “親孝行 だ 。” (私 は ) 言い まし 
た : “その 次 は ?” (預言 者 は ) 言い まし た : “アッ ラー の 道 に お いて 努力 
奮闘 する こと だ 。” この よう に 預言 者 は 私 に 語り まし た が 、 も し 更に 質問 を 
続け て いた ら 、 更 に 答え を 追加 され た こと で し ょ う 。」 (アル テ ブ ハー リー 
と ムスリム の 伝承 





@ フン シテ ノシ シダ ー ン ツ "の 礼拝 を する 者 の 徳 : 


1 一 アブ ー・ ム ー サ ー・ ア ル テ ア シュ アリ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ 
) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い 





4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (662) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (669) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (636) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (602) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

16 

訳者 注 : ハデ ィ ー ス の 中 に 見 られ る よう に 、「 ア ー ミ ー ン 」 と いう 言葉 を 指し ます 。 キ リス ト 教 の 普及 に よっ て 日 
本 人 が 誰 で も 知る よう に な っ た 「 ア ー メ ン 」 と いう 言葉 と 同様 に 、「 ア ッ ラ ー よ 、 (祈り に ) お 応え 下さ い 。」 と 
いう 意味 が あり ます 。 

7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (781) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (410) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (527) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (85) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

19 

訳者 注 : この 言葉 の 語源 は アル テバ ルド ッ ( 冷 注 き ) で あり 、 ア ル テ バ ル ダ ー ン は その 双 数 形 で す 。 つ まり 昼間 の 
最も 涼し い 時 期 で ある 、 フ ァ ジ ュ ル (夜明け 前 ) と アス ル (夕方 ) の 事 を 指し て いま す 。 








まし た : | シル テニ パ ルク グーン を 礼 娠 ず る 者 は 、 天 国民 克 る で あろ る ろう 。 | バア 
ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 %⑳) 


2 一 アブ ー・ バ スラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 (ある 時 
) アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は アル シテ スハ ンマ 
ズ (地名 ) で アス ル (午後 遅く の 礼拝 ) を 率い 、 そ し て こう 言い まし た : “ 
実に この ダラー (礼拝 ) は あな た 方 以前 の 者 た ちら に も 示さ れ た の だ が 、 彼 ら 
は それ を 遵守 し 切れ な か っ た の だ 。 ゆ え に こ の ダラ ジー (礼拝 ) を 遵守 する 者 
に は 、 倍 の 報奨 が あろ う ・・・” 」 (ムスリム の 伝承 ) 











@ ァ ジ ェ ュ (夜明け 前 の サラ ー) と アシ バー (夜更け の サラ ー 
) を 集団 で 行う こと の 稔 : 


ee の 欠 マ デー ジャ アン と ィ テッ ジ ァ ー ン (( 修 避 アッ ラー の ご 清 情 あめ) は 言 
いま し た : 「 私 は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) 
が こう 言う の を 聞き まし た : “アシ ネー (夜更け の サラ ー) を 集団 で 行う 者 
は 、 あ た か も 夜 の 半分 を (サラ ー に 費やし て ) 立ち 続け た か の よう で ある 。 
そし て ファ ジュ アン (夜明け 前 の サラ ー) を 集団 で 行う 者 は 、 あ た か も 夜通し 
(サラ ー に 費やし て ) 立ち 続け た か の よう で ある 。” 」 (ムスリム の 伝承 


!I 




















@ ダテ ジー (礼拝 ) の 後 、 そ の 次 の ダー (礼拝 ) まで 待ち 続け る 
こと の 徳 : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 “アッラー が そ 
れ で も っ て 過ち を 抹消 され 、 か つ 位 階 を 上 げ て 下さ る こと を 教え て や ろう か 
?”? ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “ぜひ と も 、 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 。” (預言 
者 は ) 言い まし た : “そう する の が 困難 な 時 に 、 が メー" 
を 力 刀 な く 行う こと と 、 モ スク まで 沢上 岬 大 くく こと 、 そ し で て で ゲ グ テ ー 作 し 終 ) の 
(まま EK の グー ( 信 採 ) 肖 で そ を と で 人 季 つ と と だ これ こそ が / ッ ーッ 
クー の の が な の で あめ る 。 中 て ム えり の 伝 示 う 

















と 


() プ ァ ジェ (夜明け 前 の サラ ー) 後 、 そ の 場 に 留まる こと の 徳 


炎 イ マー ク *・ ブ プン ャ ハル グ は 言い まし た ) 1! 邊 は ジャ ー ビ ル ・ デ ン Y サ さぶ 
ラ に 尋ね まし た : “あな た は よく アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平 安 
と 祝福 あれ ) と 座 を 共に し まし た か ?” ( 彼 は ) 言い まし た : “ああ 、 疾 繁 
に 。 彼 は ファ ジュン (夜明け 前 の サラ ー) を し た 後 、 太 陽 が 時 j る まで その 場 














ーー 





2 サ ヒ ー フ ・ ア デル テ ブ ハー リー (574) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (635) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

1 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (830) 。 

ぞ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (656) 。 

2 訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清 浄化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 























訳者 注 : アッ ラー の 服従 行為 の た め に 、 自 ら を どこ か に 留め 置く 事 。 戦 闘 に お ける 前 線 で の 待機 や 警備 な ども 同 語 
で 示さ れ ま す 。 
25 モー ジェ ムスリム (2519 。 














か ら 立 ち 上 が ら ず 留まっ て いた 。 太陽 が 只 っ て 初め て 、 立 ち 上 が っ た も の で 
ある 。” 」 (ムスリム の 伝承 9 


@ 金曜 日 の 徳 : 


アデ プー フラ イラ (後に アッ テー の こ ご 満 民 あ れ ) は 言い まし た : !「 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “太陽 の 眼 
を 見 る 日 で 最良 の も の は 、 金 曜日 で や る 。 ア ー ダ ム (アダ ム ) は その 日 創造 
され 、 そ の 日 に 楽園 に 入れ られ 、 そ の 日 そこ か ら 追 放さ れ た 。 そ し て 審判 の 
日 は 金曜 日 以外 に は 起こ ら な い 。” 」 (ムスリム の 伝承 ぞ ) 











@ グズ スタ “を し 、 金 曜日 の 説教 を 聴き 、 集 団 礼拝 する こと の 徳 : 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 聞 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 グ スル を し て 金曜 礼拝 に 
赴き 、 任 意 の ダテ ー (礼拝 ) を 行い 、 そ し て (イマ ー ム が ) その 読 教 を 終え 
る まで 議 聴 し 、 か つ 彼 と 共に ラー (礼拝 ) する 者 は 、 そ の 前 の 週 の 金曜 日 
の 3 日 前 か ら そ の 日 まで の 罪 を 赦 さ れる で あろ う 。」 (ムスリム の 伝承 る ) 














@ 金曜 日 の ある 時 間 - アス ルル (午後 遅く ) の 後 - の 徳 : 





アブ ー・ フ ライ ラ (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 人 金曜 日 に 言及 し て こう 言い まし 
た : 「 そ の 日 、 も し ムスリム で ある し も で が その 時 間 帯 に テー (礼拝 ) し 
、 ア デッラ ー に 何 か を を え ば 、 そ れ が 叶え られ な いこ と が な いあ る 時 間 が ある 
。」 ク タイ バ は 彼 の 伝承 に こう 付け 足し て いま す : 「 そ し て 彼 は 手 で も っ て 

(その 時 間 帯 の ) 短 さ を 示し まし た 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 
伝承 %) 








@⑯ デシ ッ ニ スナ ン ・ ア ッ ニ ター ディ アノ! の 和 : 


ウン ム ・ ハ ビー バ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 
アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き 
まし た : "毎日 義務 で は な い 随 意 の 12 ラ クア 
を 礼拝 する ムスリム の し も で べ に は 、 ア ッ ラ ー が 天国 に 彼 の た め の 家 を 立て て 
下さ る (ある い は 彼 の た め に 天国 に 1 軒 の 家 が 建つ ) 。” (ウン ム ・ ハ ビー バ 
は ) 言い まし た : “そし て それ 以後 、 私 は それ を 未だ に 遵守 し て いま す 。『 
」 (ムスリム の 伝承 ) 





26 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (670) 。 

ダ サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (854) 。 

訳者 注 : 和 れ を 取り 除け る 意図 を も っ て 、 全 身 を 水 で 洗浄 する こと 。 

29 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (857) 。 

29 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (935) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (852) 。 文章 は ふ ムスリム の も の 。 
31 訳者 注 : 推奨 され て いる 随意 の 礼拝 の こと 。 























訳者 注 : この 12 ラ クア と は アッ = ニテ ィ ル ミズ ィ ー や アン ニナ サー イー ら の 別 の 伝承 が 示す よう に 、 フ ァ ジ ュ ル 前 の 2 
ラク ア 、 ズ フル 前 の 4 ラク ア 、 ズ フル 後 の 2 ラ クア 、 マ グリ ブ 後 の 2 ラク ア 、 イ シャ ー 後 の 2 ラク ア だ と 言わ れ て いま 
す 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (728) 。 


@ 多 ハ ッ ジ ュ が "と 夜中 任意 に ダー (礼拝 ) する こと の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 信仰 者 の 特徴 に つい て 、 こ う 仰 られ まし た : 耳 
彼ら の 脇腹 は ( 夜 ) 寝床 に 留まっ て いる こと は な く 、 (アッ ラー の 懲罰 を ) 
恐れ 、 (その ご 慈悲 を ) 如 い つつ 主 に 祈願 し 、 わ れ ら (アッ ラー の こと ) が 
授け た も の か ら 施 し を する 。 誰 1 人 と し て (来世 に お いて ) 彼ら の た め に 隠 
され た 享楽 の 数 々 を 知る こと は な い 。 (それ は ) 彼ら が 行っ て いた こと に 対 
する 報い な の で ある 。 還 (クル アー ン 32 : 16 一 17) 





2 ジー タタラ イタ (人 人 に デッラ ー の ご 満 層 あ めん) 、 作 言 め の 活 し た 上 デ だ 
ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ラマ 
ダー ン 月 の ダグ クス ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) に 次 いで 優れ た ダウ みろ は 、 ア ッ ラ 
ー の 月 スハ ッ ジ ム (の それ ) で ある 。 そ し て 義務 の ジー (礼拝 ) に 次 いで 
優れ た ダテ デー は 、 夜 の 任意 の ラー で ある 。”" 」 (ムスリム の 伝承 め ) 














@ 夜 の 後半 に ウ ァ ム ア " す る こと の 徳 : 


ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ 夜 の 後半 に 起き 
られ そう に な い 者 は 、 夜 の 前 半 に ウ ァ ムル ん みす る の だ 。 そ し て 夜 の 後半 に 起き 
る こと を 熱望 する 者 は 、 後 半 に ウ ァ ムル せよ 。 実 に 夜 の 後半 の テー (礼拝 
) は 天使 た ちら に よっ て 見 守ら れ て お り 、 そ ちら の 方 が (前 半 に する より も ) 
表 旭 ま い の で ある 。 ” 」 (ムスリム の 伝承 の 








@ 夜 の が ゥ デー (祈願 ) や ダテ ー (礼拝 ) 、 ズ ィ アク ( 唱 念 ) の 
徳 : 


トー の 2 の ーー タ ンジ イア ( 修 に カッ シー の で 滑 選 あ れれ) (に よん ば 、 チ テッ シー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 至 高 の わ れ 
ら が 主 は 毎晩 夜 の 後半 も 3 分 の 1 に 差し 掛か る 頃 、 天 の 最 下層 に まで ご 来 臨 な 
され る 。 そ し て こう 仰 ら れる : “われ に ドッ アー (祈願 ) する 者 は いる か ? 
われ は それ に 答え て や る ぞ 。 わ れ に 何 か 頼 み 事 を する 者 は いる か ? われ は そ 
れ を 与え て つか わす ぞ 。 わ れ に 人 罪 の 赦し を を う 者 は いる か ? われ は その 人 罪 を 
薇 し て つか わす ぞ 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 る ) 




















2 一 ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 滴 悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 預言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た : “ 夜 に は 
、 ム スリ ム が 現世 と 来世 に お いて アデ ッ ラー に 良き こと を 刀 え ば 、 そ れ が 叶え 








34 

訳者 注 : 深夜 に 任意 で 行う 礼拝 。 普通 は 一 旦 寝 た 後に 、 そ の た め に 深夜 に 起き 上 が っ て する 礼拝 の こと を 言い ます 
。 一 方 キャ ー ム ・ ア ッ ニ テラ イリ (夜中 に する 任意 の サラ ー) は も っ と 広い 意味 で 用 いら れ 、 人 夜 全般 に 渡っ て 行わ れ 
る 任意 の 礼拝 全て を 指し ます 。 

35 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1163) 。 

36 

訳者 注 : 「 ウ ィ ト ル 」 と は 、 イ シャ ー 後 か ら フ ァ ジ ュ ル 前 まで に 行う の が スン ナ ・ ム アッ カ グ ダグ (義務 で は な い が 非 
常に 推奨 され た 行為 ) と され て いる 、 奇 数 回 の 形式 を と る 礼拝 。 「 ク ヌー ト 」 は 、 そ の 最後 の ラク ア の ルク ーッ ( 
お 辞 儀 の 形 の 礼 ) 前 か 後に 行わ れる ドゥ アー (祈願 ) 。 

7 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (755) 。 

8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1145) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (758) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


















































られ な いこ と の な いあ る 時 間 帯 が ある 。 そ し て それ は 夜 全体 の こと な の だ 。 
” 」 (ムスリム の 伝承 %) 


@ が ゥ ハー (午前 中 ) の ダテ ジー (礼拝 ) と 、 そ の 最良 の 時 間 和 帯 : 


1 一 アブ ー・ ザ ッ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 毎 朝 あ な た 方 の 身体 の 
各 関 節 に は 、 ダ タ 之 (あら ゆる 形 で の 慈善 行為 ) が 課 む られ る 。 全 て の 夕 ス 
こつ 8 つの ググ で あり 、 潮 て の ググ の マー の 
は 0 つの ゲ グ で あり 、 全 て で の スパ ケー ケル 
は 1 つの ググ みみ で あり 、 全て の ク ク と どー グ 
3 も 1 つの ダダ で ある 。 ま た 善行 を 勧め る こと も 1 つの ダダ で あれ ば 、 悪 行 
を 禁じ る こと も 1 つの ダダ で ある 。 そ し て が ゥ ハー (午前 ) に 礼拝 する 2 ラ 
クア は 、 そ れ ら 全て に 相当 する の だ 。」 (ムスリム の 伝承 人 





2 一 ザイ ド ・ ブ ン ・ ア ルカ ム ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア 
ッ フ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 よ き 
悔 惜 者 の テー (礼拝 ) と は 、 子 ラク ダ た ちの 足 が (太陽 の 答 熱 で 熱さ れ た 
砂 の 熱さ に ) 熱さ れる 時 (に 行わ れる の ) で ある 。」 (ムスリム の 伝承 ぐ ) 











に 頻繁 に ゲ ジ ダグ ( 伏 礼 ) し 、 が デー (祈願 ) する こと の 徳 : 


トー ラー アッ アン で の アジャ アル ー ア ステ ミー (( 彼 に アッ ラー の と 清 悦 
あれ ) は 言い まし た : 「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝 
福 あ れ ) と 共に 泊まり 、 彼 に ウ ク が ゥ メー 
4% の た め の 水 や 用 事 な ど に お いて 仕え て いま し た 。 す る と (預言 者 は ) 言い ま 
し た : “(私 に ) 頼み 事 を する が よい 。” それ で 私 は 言い まし た : “天国 で 
あな た と 共に ある こと を 、 あ な た に お 頼み し た い の で す 。" (預言 者 は ) 言 
いま し た : “で て の 他 に は ?” ( 昌 は ) 言い まし た : “て れ 以 外 に は あり ませ 
ん 。 ” (預言 者 は ) 言い まし た : “ (あな た が ) 沢山 サジ ダ す る こと に よっ 
て 、 私 を あな た (の 頼み 事 ) に お いて (それ が 実現 出来 る べく ) 援助 し て く 
れ 。” 」 (ムスリム の 伝承 ) 




















2 一 サウ バー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使 





9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (757) 。 
40 

訳者 注 : アッ ラー の 完全 無欠 性 、 全 て の 物事 か ら 超 越す る 崇高 さ を 讃え る こと 。「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー」 と いう 言葉 
(に よる 唱 念 に 代表 され ます 。 
41 











訳者 注 : アッ ラー に こそ 全て の 碑 美 が ある と 唱 念 す る こと 。 「 ア ルミ ハム ドリ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代表 され ます 
訳者 注 : アッ ラー こそ が 唯一 の 主 で あり 、 真 に 崇拝 すべ き 対象 で や る こと を 唱 念 す る た め の 言 葉 。「 ラ ー・ イ ラー 
ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 

43 

訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 の も の は 全て 難 少 な 存在 で ある こと を 唱 念 す る た め の 言 葉 。「 
アッ ラー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 

和合 サビ ヒー フ ・ ム スリ ム (720) 。 

⑮ ササ ヒ ビーフ ・ ム スリ ム (748) 。 

9 訳者 注 : イ スラ ー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清 浄化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 
7 サビ ヒー フ ・ ム スリ ム (489) 。 























徒 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “アッ ラー に 沢山 
ダ ジ タ する の だ 。 と いう の も アッ ラー が あな た の 位階 を 1 つ 上 げ て 下さ り 、 か 
つ あ な た の 罪 を 1 つ 抹 消し て 下さ る こと な し に は 、 あ な た が アッ ラー に ダ ジ ダ 
する こと は な いか ら で あ る 。” 」 (ムスリム の 伝承 光 


@ 自宅 で 随意 の ダテ ジー (礼拝 ) を する こと の 徳 : 


ザイ ド ・ ブ ン ・ サ ー ビ ト (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 
( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「・・・ あ な た 方 の 
家 で が ジ ー (礼拝 ) する の だ 。 と いう の も 義務 の が ラー を 除け ば 、 箇 性 に と 
っ て の 最善 の グラ テー は 自宅 で する も の な の で ある か ら 。」 (アル テ ブ ハー リ 
ー と ムスリム の 伝承 9) 


@ 義務 と 随意 の ダテ ジー (礼拝 ) の 徳 : 


デフ ブーン ライ アマ 、( 彼 に アッ ラー の ご 満 條 あ れ ) は 言い まし た 、 !「 デ アック 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “至高 の ア 
ッ ラ ー は 仰 ら れ た : 「 わ が 愛す る 敬 上 庶 な し も べ に 敵対 する 者 に は 、 わ れ が 宣 
戦 布 告 し よう 。 そ し て わが し も べ で が われ に 向かっ て (随意 の 崇拝 行為 に よっ 
て ) 近 付 こ うと する 行為 は 、 わ れ が 彼 に 義務 付け た も の (に よる それ ) より 
も われ を 悦 ば せる も の な の で ある 。 

そし て わが し も で は (自発 的 な ) 任意 の 崇拝 行為 に よっ て 、 わ れ に 向かっ 
て 近 付 こ うと し 続け る 。 そ し て われ は 彼 を 愛 で 、 彼 の 聞く 聴覚 と な り 、 彼 の 
見 る 視覚 と な り 、 彼 が それ で も っ て 制す る 手 と な り 、 そ れ で も っ て 歩む 足 と 
な る 。 そ し て 彼 が われ に 向かっ て 何 か を 和 旭 え ば 、 わ れ は それ を 与え よう 。 彼 
が わが 底 護 を 求め れ ば 、 わ れ は それ を 与え よう 。 そ し て 死 を 大 う 信仰 者 の 魂 
(を その 定 命 通り 奪う こと に お ける ) ほど 、 わ れ が た め ら うこ と は な い 。 わ 
れ は 彼 を 害する 物事 を 駅 う の で ある か ら 。」"” 」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 
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@⑯ 義務 の ダラ ジー (礼拝 ) の タス クー スム 
"後に ダ ア クル ( 唱 念 ) する こと の 徳 : 





アブ ー・ フ ライ ラ (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 各 ダラ テー (礼拝 ) 
の 後に アッ ラー を 33 回 タス どー し 、 ア ッ ラ ー を 33 回 ハミ ー だ 

9 し 39 3 回 し バク だ が 











8 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (488) 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (731) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (781) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
29 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6502) 。 

21 訳者 注 : 礼拝 最後 の 動作 で 、 右 と 左 に 振り 向い て 挨拶 する 。 














訳者 注 : アッ ラー の 完全 無欠 性 、 全 て の 物事 か ら 超 越す る 崇高 さ を 讃え る こと 。 「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー」 と いう 言葉 
に よる 唱 念 に 代表 され ます 。 
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訳者 注 : アッ ラー に こそ 全て の 賛美 が ある と 唱 念 す る こと 。 「 ア ルミ テハ ム ド リ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代表 され ます 











4 し 、 - これ で 計 99 回 で ある が - そし て 100 回 目 に : “ジー・ ア ダー ハ ・ プ ブッ 
の ウフ の 
の みい 2 AR アッ ンク の アシ ーー クウ ツク ドジ ヤン パク ド め グ / テ クー( 
2 人 8 唯一 の アッ ラー の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な し 。 
そし て か れ に こそ 主権 と 全て の 寿美 は 属し 、 か れこ そ は 全能 の お 方 で ある ) 
。 と 言っ た 者 は 、 例 え そ の 罪 の 数 が 海 の 泡 の ご と く (沢山 ) で あっ た と し 
て も 、 そ れ を 赤 さ れる で あろ う 。」 (ムスリム の 伝承 %) 












































@ 葬儀 及び その ダグ ジー (礼拝 ) に 参加 し 、 埋 葬 の 場 に 立ち 会 う 
と の 徳 : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ム スリ ム の 葬儀 に 
信仰 心 と (それ に 参加 する こと の ) 報 所 を 求め る 心 を も っ て 参加 し 、 そ の 礼 
拝 と 埋葬 に まで 立ち 会 っ た 者 に は 偉大 な 報 所 が 2 つ あ る だ ろう 。 そ し て その 各 
々 は ウン ム 山 

%1 つ ほど の よう で ある 。 一 方 (葬儀 の ) 礼拝 に まで 参加 し た が 、 埋 葬 に まで 
は 立ち 会 わな か っ た 者 に は 偉大 な 報 所 が 1 つ あ る 。」 (アル テ ブ ハー リー と ふ ム 
スリ ム の 伝承 ") 





@ ムスリム に よっ て 葬儀 の ダテ ー (礼拝 ) を され た 者 の 徳 : 


ーー イシ パャ ( 侯 選 ア ッ テ ー 3 こよ れ ば 、 預 言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 葬 儀 の テー (礼拝 ) に 参 
SRI の IO 彼ら 全 0 0 ら ば 

、 そ の と りな し は 受け 入れ られ な いこ と が な い 。」 (ムスリム の 伝承 9) 











2 一 イブ ン ・ ア ッ パ バース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 
は アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞 
きま し た : “アッ ラー と 共に 他 の 何 も の を も 配 さ な い 40 人 の 者 が 故人 人 の た め 
に 葬儀 の テー (礼拝 ) を 捧げ る な ら ば 、 ア ッ ラ ー は 彼ら を 故人 に 対す る と 
りな し 役 と され る だ ろう 。” 」 (ムスリム の 伝承 ) 











の 愛 し い 者 が 亡くな っ て も 、 僅 大 か つ 菩 厳 な る アッ ラー の 御 許 に 
その (出来 事 に お ける 忍 面 に よる ) 報奨 を 求め る 者 の 徳 : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 至 高 の ア ッ ラ ー は 
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訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 の も の は 全て 基 少 な 存在 で ある こと を 唱 念 す る た め の 言 葉 。「 
学 2 フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (597) 。 
8 訳者 注 : マデ ィ ー ナ 郊外 に 位置 する 山 の こ と で す 。 
7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (47) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (945) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
58 サ ヒ ビーフ ・ ム スリ ム (947) 。 
9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (948) 。 








仰 ら れ た : “われ が 現世 に お いて その 愛し き 者 (の 命 ) を 奪っ て も 、 (そこ 
に お いて 忍耐 する こと で ) 天国 (の 報奨 ) を 望め や わが 信仰 者 の し も べ に は 
われ の も と に 報 拒 が あろ う 。” 」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 %) 


@ マッ カ と マデ ィ ー ナ の 聖 モ スク で ダ ジ テー (礼拝 ) する 者 の 徳 : 


ドー ゲ ジ デー バク ジイ ブ プ (《 作 に アッ ラー の と 漠 借 あめ あれ) に よれ ば 、 デ アッラー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 MX まじ た 上 どの 秋 の 〒 モ 
スク (マデ ィ ー ナ の 預言 者 モス ク ) に お ける ジー は 、 そ れ 以 外 の モス ク で 
CN 科 UP 生 0 Gb ペク 9 
の ラー の モスク に お ける の ググ ジー だ け は 別 だ 。 | (デル ーー ブ ク ャ リー と ベス 
リム の 伝承 











2 一 ジャ リー ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー の 使徒 
(後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 こ の 私 の モス ク ( 
マデ ィ ー ナ の 預言 者 モエ スク ) に お ける ダダ ジー は 、 そ れ 以 外 の モス ク で する 女 
ラー より も (その 報 拉 に お いて ) 1000 倍 優れ て いる 。 た だ し (マッ カ の ) ハ 
デー ム x スグ ク に お ける ゲラー は 別 だ が の ラー スム > 邊 スク に お げ ける グラ ター 
は 、 そ れ 以 外 の モス ク で の テー より も (その 報奨 に OO 
て いる の だ 。」 (アフ マ ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 ② 








@ エル サレ ム の 聖 モ スク に お ける ダグ ジー (礼拝 ) の 徳 : 


アブ ー・ ザ ッ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 た ち が 
アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の も と に いる 時 、 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の モス ク と エル サレ ム 
の 聖 モ スク の どちら が 優れ て いる か で 、 私 た ちの 間 に 議 論 が 起き まし た 。 そ 
の 時 アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 
9 お ける 1 回 の ダテ ー (礼拝 ) は 、 (エル サレ ム の 聖 モ スク 

お ける ) 4 回 の テー (礼拝 ) に (その 報 奨 に お いて ) 勝る 。 そ の 礼拝 所 の 
凍 半 二 ら RSE ご 














@ ク バ ー・ モ スク "に お ける ダグ ジー (礼拝 ) の 徳 : 


ザ ハ ルデン ハニ ー ブ フ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 
アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ 自 
宅 で 心身 を 清め 、 そ れ か ら ク バー・ モ スク を 訪れ て ダテ ー (礼拝 ) する 者 に 
は 、 ウ ムラ ( 小 巡 礼 ) と 同様 の 報 遂 が あろ う 。” 」 (アン テニ ナ サー イー と イ 
デン シャ マー ジャ の 伝承 ⑳ 

















9 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6424) 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1190) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1394) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド 14750) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ Q1406) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ 
ー ジ ャ (1155) 。 イ ル ワ ー ウ ・ ア ル テ ガ リー ル (1394) 参照 。 文章 は イブ ン ・ マ ー ジ ャ の も の 。 

63 
真正 な 伝承 。 ム スタ ドゥ ラク ・ ア ル = テ ハー キム (8553) 。 ア ッ テ ニス イル スイ ラ ト ・ ア ッ ニ サ ヒ ー へ (2902) 参照 。 
引 訳者 注 : マデ ィ ー ナ に 今 も 現存 する 、 イ スラ ー ム 史上 初め て 建設 され た モス ク 。 

65 
真正 な 伝 基 。 ス ナン ・ ア ン ニ ナ サ ー イ ー (699) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン ニ ナ サ ー イ ー (675) 、 ス ナン ・ イ ブン 
・ マ ー ジ ャ (1412) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1160) 。 文章 は イブ ン ・ マ ー ジ ャ の も の 。 








②ー ゲ が ヌー ( 浄 財 ) の 徳 
@ ダ ゲタ ー ( 浄 財 ) を 施す こと の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た : 叫 
実に 信仰 し て 善行 に 励み 、 ダ テー (礼拝 ) を 行い ゲー ( 浄 財 ) を 施す 者 た 
ち に は 、 そ の 主 の 御 許 に 彼ら の 報奨 が あろ う 。 彼ら は 恐れ る こと も な けれ ば 
、 悲 し な こと も な い の だ 。 中 (クル アー ン 2 : 277) 





2 一 座高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 
アッ ラー の 御 顔 の み を 求め て あな た 方 が 施し た ゲー ( 浄 財 ) は 、 そ れ に よ 
っ て (彼ら の 利益 と し て の 報奨 を ) 何 倍 に も する 者 た ちら で ある 。e (クル ア 
ー ン 30 : 39) 





3 一 座高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 
昼 に 夜 に 、 密 か に 霞 わ に 財 を 施す 者 た ち に は 、 そ の 主 の 御 許 に 報奨 が ある の 
で ある 。 彼ら は 恐れ る こと も な けれ ば 、 悲 し な ゃ こと も な い の だ 。 (クル ア 
ーー ジジ ク の 27 


4 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 号 
彼ら の 財産 か ら 施 し の た め の も の を 取り 、 そ れ で も っ て 彼ら を ( 罪 か ら ) 清 
め 、 浄 化し て や る の だ 。 そ し て 彼ら の た め に 祈 れ 。 実 に あな た の 祈願 は ( 彼 
ら の 心 を ) 平穏 に する で あろ う 。 ア ッ ラ ー は 全て を 聞か れ 、 ご 存 知 に な られ 
る お 方 で ある 。 思 (クル アー ン 9 : 103) 





5 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、1 人 の ベ ド 
ウィ ン の 男 が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の も と に や っ て 
来 て 言い まし た : 「 “それ を すれ ば 天国 に 入れ る よう な 行い を 教え て くれ 。 
” 」 (預言 者 は ) は 言い まし た : “アッ ラー を か れ に 何 も の を も 配 さ ず に 祭 
拝 し 、 義 務 の ダラ ー (礼拝 ) を 行い 、 課 され た ゲカ アー ( 浄 財 ) を 施し 、 ラ マ 
ダー ン 月 の ダク ス ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) を する の だ 。" ( 男 は ) 言い まし 
た : “私 の 魂 が その 御手 に 委ね られ て いる お 方 に か け て 。 私 は それ 以外 に は 
何 も し な い ぞ 。” そし て ( 男 が ) 立ち 去っ た 後 、 (預言 者 は ) 言い まし た : 
“天国 の 民 に 属す る 男 を 見 た けれ ば 、 彼 を 見 る が よい 。” 」 (アル テ ブ ハー 
リー と ムスリム の 伝承 %) 
































給 合法 的 な よい 手段 を も っ て 稼い だ 糧 か ら 施 す ダ ダ (施し ) の 
徳 : 





アプ ー・ フ ライ ラ (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “合法 的 な 
よい 手段 を も っ て 稼い だ 糧 か ら 施 せ ば 、 そ れ が ナツ メ ヤ シ の 実 1 粒 ほ どの も の 
で あっ て も 、 ア ッ ラ ー は - よき も の で あれ ば 受け 入れ られ る お 方 ゆえ - それ 
を その 右手 で も っ て 受け 入れ られ る で あろ う 。 そ し て まる で あな た 方 が 子 馬 














や サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー 397) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (14) 。 文章 は アル ニブ プ ハ ー リ ー の も の 。 


を 山 の よ う (な 大 き さ ) に な る まで 育て る よう に 、 か れ は その 施し (の 報奨 
)- 室 天 き べき れる で あの ろう 。 "(アル ー プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 の 


③ー ダク ス ( 齋 表 、 い わ ゆ る 断食 ) の 徳 
人 @ 。 ググ クス の 和徳 : 





グー ツラ イク 、( 陸 アッ テー の て 商人 選 あ れ / は 條 いき し し た) リア タク 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “アッ ラー 
は 仰 ら れ た : “アー ダム の 子 (つま り 人 人類) の する 行い は 全て 自ら の た め の 
も の で ある が 、 ダ ウス だ け は 別 で あり 、 わ が た め (に 成 さ れる 行い ) で ある 
。 そ し て われ は それ に よっ て 報 拉 を 与え る 。" また ダウ ム は 盾 で ある 。 それ 
で あな た 方 が ウス する 日 に は 、 下 劣 な 言動 を 取っ た り 、 (言い 合い を し て 
) 声 を 張り 上 げた り し て は な ら な い 。 そ し て 誰か が あな た に 悪口 を 言っ た り 
、 和 争い を 仕掛 け て きた り し た ら 、「 私 は ゲー アス (サウ ム す る 者 ) で ある 。 
」 と 言う の だ 。 ムハンマド の 魂 が その 御手 に 和 要 ね られ て いる その お 方 に か け 
計 ダー アス の 口臭 は 、 アッラー の 御 許 に お いて 磨 香 の 香り より も か ぐ わ し 

。 そ し て ダー アス に は 2 つの 喜び が ある : ダク っ を 解く 時 の 吾 び と 、 その 主 

連 な の RE の の ワン の ゆこ の 中 (デル ププ バ デリー と め 
スリ ム の 伝承 ) 























@ ダグ スム の 徒 の 徳 : 


サハ ル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 天 国 に は 8 つの 門 が ある 。 そ し て そ 
人 ほ 選 の A の 徒 し か ぞ そこ が らら 入る と と の な い 、 デッラ ニア ゲー と いう 省 
の 門 が ある 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 %) 


@⑯ ラマ ダー ン 月 を アー マー ジン 
"と 報 奨 へ の 望み を も っ て ダウ ろ す る こと の 徳 : 


デ デ ダー デン ライ ラ (後に アッ ラー の ご 満 悩 あれ ) は 詩 い まし た : ! ア デッラ ヌー 
の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ラマ ダー ン 
月 を アー マー ン と 〆 報 所 へ の 望み を も っ て ダウ スム す る 者 は 、 そ れ 以 前 に 犯 し た 
罪 を さ れる で あろ う 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 





[ 
ラマ ダー ン 月 を アー マー ン と 報奨 へ の 望み を も っ て 夜 の ダテ ー (礼拝 ) に 費 
や す 者 の 徳 : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー 





7 ササ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1410) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1014) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
8 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1904) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1151) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
9 ササ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3257) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1152) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


9 訳者 注 : 「8. イー マー ン と イー マー ン の 諸 特 質 」 の 項 参 照 。 
人 1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (38) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (760) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ラマ ダー ン 
月 を アー マー ン 〆 報 へ の 望み を も っ て 夜 の ダラー (礼拝 ) に 勤め る 者 は 、 
それ 以前 に 犯 し た 罪 を 赦 さ れる で あろ う 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ム ス リ 
ム の 伝承 





( デブ ググ ム ・ ア アル シテ アダ が ルン ル 
に ラマ ダー ン 月 を アー マー ン と 報 拉 へ の 望み を も っ て ダグ ジー (礼拝 ) す 
る 者 の 条 : 


グラ イル グル 信 に デック ラー の ご こ こ 清児 あ れれ ) 信 寺 の し た リ デ ッ ター 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ジラ ア ラム ・ 
アル テア が ラル を ブー マー ン 〆 報 所 へ の 望み を も っ て ダラ ジー (礼拝 ) する 者 
は 、 そ れ 以 前 に 犯 し た 罪 を 赦 さ れる で あろ う 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ム 
スリ ム の 伝承 


@ ラマ ダー ン 月 を ダグ みろ し 、 シ バグ クーン と 
信 月 に 計 6 日 間 の ダ み ウス を する 者 の 衝 : 


アジ アー ツイ デー ア ャ アル ー ア デジ サー リー ,( 仁 チッ テラー の て で 清 層 あれ) 
は 言い まし た : 「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ 
) が こう 言う の を 聞き まし た : “ラマ ダー ン 月 を サウ み ウム し 、 シィ ネバ ネ ウジ ー ル 月 
に 計 6 日 間 の サダ み スム を する 者 は 、 あ た か も 1 年 間 の サウ ム を し た か の よう で あ 
る %。” 」 (ムスリム の 伝承 の 


@ 毎月 3 日 間 の ダウ スム を する こと の 徳 : 


アデ ドッ ジー スン ジィ アグ の 少 ぃ アジ シッ アル ーー デー スズ ( 負 6 に アッ クー の ざ 靖 
悦 あ れ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 彼 に こ 
う 言 いま し た : 「・・・ そ し て 毎月 3 ヶ月 の ダウ ろ を せよ 。 と いう の も 1 つの 
善行 は その 10 倍 に 値する の で あり 、 そ れ で も っ て あたかも 1 年 間 の ダウ ス を し 
た だ が の よう で ある か ら で あ る ぐ 。 」 (アル ー ブ ハ ー リ ー と ムズ リム の 伝承 9 

















2 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (37) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (759) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 

イプ 

訳者 注 : 「 ラ イラ ト ・ ア ル テ カ ドッ ゥ ル 」 は ラマ ダー ン 月 最後 の 10 日 間 の 内 の どれ か 、 あ る い は 最後 の 7 日 間 の どれ か 
で ある な ど と いう 伝承 が あり 、 諸 説 あ り ま す 。 ア ッ ラ ー は この 夜 、 ア ッ ニ ラウ フ ・ ア ル = テ マハ フー ズ ( 護 ら れ た 碑 
版 ) か ら 向 こう 1 年 分 の 諸事 を お 望み の まま に 定め られ ます が 、 聞 言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 
あれ ) に クル アー ン を 啓示 され る べく 、 そ れ を アッ テラ ウフ ・ ア ル テ マ ハフ ー ズ か ら 天 の 最 下層 に まで 下さ れ た の 
が この 夜 の こと で し た 。 こ の 夜 は 天 を 昇り 降り する 天使 で 世界 中 が 満た され る と 言わ れ ま す 。 ク ルアー ン 97 章 参照 
の と 

4 サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1901) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (760) 。 

3 訳者 注 : ラマ ダー ン 月 に 続く 、 ヒ ジュ ラ 暦 10 月 。 

76 

訳者 注 : つま り 1 つ の 善行 が その 10 倍 の 報奨 に 値する と いう 原則 に 基づけ ば 、 ラ マダ ー ン 月 の 1 ヶ月 の サウ ム は 10 か 
月 分 の サウ ム に 、 そ し て 6 日 間 の サウ ム は 2 か 月 分 の それ に 相当 する と いう こと に な り 、 単 純 計 算 で 1 年 分 の サウ ム の 
報奨 を 得る こと に な り ま す (訳者 注 13 も 参照 こと ) 。 ア ッ ラ ー フ ・ ア ァ ラ ム (アッ ラー は 全て を ご 存 知 で あら れ 
ます ) 。 

7 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1164) 。 

78 

訳者 注 : つま り 1 つ の 善行 が その 10 倍 の 報 所 に 値する と すれ ば 、 毎 月 3 日 間 の サウ ム は まる 1 ヶ月 間 の サウ ム に 相当 し 
、 そ れ ゆ え あ た か も 毎日 サウ ム し て いる か の よう で ある か ら で す 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1976) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1159) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
































④⑧-ー ハ ッ ジ (大 巡礼 ) と ウス ジテ ( 小 巡 礼 ) の 徳 : 
@ ズン シテ と ど ッ ジ 了 月 "最初 の 10 日 間 の 徳 : 


イブ ン ・ ア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「“ い か な る 日 々 に 行 
われ る 行い も 、 こ の 日 々 (マル テ と ッ ジ 了 月 最初 の 10 日 間 ) に お ける 行い に 
(その 報 所 に お いて ) 優る も の は な い 。" ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “ ジ 
ハー が (アッ ラー の 道 に お ける 努力 奮 開 ) で すら も で すか ?“ 

(預言 者 は ) 言い まし た : “ジハード で すら も 、 だ 。 た だ し 自分 の 生命 と 財 
を も っ て 敵 (の も と へ と 出征 し 、 戻 っ て こ な か っ た 者 は 別 だ が 。” 」 (アル = テ 
デハ デー ザー の 伝承 9 











そし て 別 の 伝 基 に は こう あり ます : 「 こ の 10 日 間 (スル ルン テ と ッ ジ 了 月 最初 
の 10 日 間 
) に お ける 善行 より も 、 ア ッ ラ テラー が 愛 で ら れる 日 の 善行 は な い 。」 (アッ テ 
デイ ルミ スズ スイー の 令 承 のり 


@ 正しく 行わ れ 、 受 け 入 れ ら れ た ハッ ン の 徳 : 





トーア ジー バア ライ ラ ( 邊 に アッ ラー の ご 滴 憶 あれ ) は 言い まし た 1 私 
は 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞い た : “ 
アッ ラー ゆえ に ハッ ジ し 、 下 卑 た 言動 や 放 培 さか ら 身 を 慎 ん だ 者 は 、 母 親 が 
彼 を 生ん だ 日 (の よう な 無垢 で 純粋 な 状態 ) に 舞い 戻る で あろ う 。” 」 ( ア 
ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 8) 






































2 一 だ デー マッ ア ライ アク (人 角 (に アッ テー の こ 病 旧 あ れ ) 財 言 いま し たく 【 胃 
言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 最上 の 行い は 何 か ?” と 間 
46、 ご う 答 を えま した) アッ ラー と そ ぞ その他 侍 を 信じ る こと で ある そし 
で ^ で の 次 は 7 と 間 6 れ る と 、 唐 い まし た だ た) アッ ラー の 追 に お いで シバ 
ー バ が (努力 奮闘 ) する こと で ある 。” そし て “その 次 は ?” と 間 わ れる と 、 
言い ゆま し た : 正しく 行わ れ 、 受 け 入 れ ら れ た ハッ ジ で ある 。” 」 (デル テー 
プ ハ デー リー と み ム ス よ ム の 伝承 





@ 女性 に と っ て の 最高 の ジ ハ ー だ : 


預言 者 た ちの 母 ア ー イ シャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た 
: 「 “アッ ラー の 使徒 よ 、 ジ ハー た が 最高 の 行い で ある と 伺い ます が (私 た 
ち は 容 易 に それ に 参加 する こと が 出来 ませ ん ) 。” する と (預言 者 は ) 言い 
まし た: し が か し 最高 の ジー だが と は 、 正しく 行わ れ 、 受け 入れ られ だ た ハッ 
ジ な の で ある 。"” 」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 ⑮) 


0 訳者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 12 月 。 

中 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (969) 。 

2 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ ー テ ティ ルミ ズィー (757) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ ー テ ティ ルミ ズィー (605) 。 
3 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1521) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1350) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
8 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1519) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (83) 。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 

85 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1520) 。 





@ クス ラテ ( 小 巡 礼 ) の 徳 : 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「1 つ の ウム スジ と ウム スラ の 間 に 
は 、 そ の 間 (に 犯さ れ た 罪 ) の 償い が ある 。 そ し て 正しく 行わ れ 、 受 け 入 れ 
られ た ハッ ジ の 報 所 は 、 天 国 以 外 の 何 も の で も な い 。」 (アル テ ブ ハー リー 
と ムスリム の 伝承 








⑤-ー ジ ハ ー ム の 徳 





至高 の アッ ラー は こう 爺 ら ちら れ まし た : 号 
実に アッ ラー は 、 天 国 と 引き 換え に 信仰 者 た ちの 生命 と 財産 を 購 わ れ た 。 ( 
それ は つま り 彼 ら が ) アッ ラー の 道 に お いて 殺し 、 殺 され る (こと で ある ) 
。 これ は ムー ジー と 福音 書 と クル アー ン に お いて (アッ ラー が 約束 され た ) 
真実 の お 約束 な の で ある 。 そ し て アッ ラー より も その 約束 に 対し て 忠実 な お 
方 が あろ うか ? そ れ ゆ え あ な た 方 が 契り を 結ん だ 取引 を 豆 信 が いい 。 それ ( 
天国 ) こそ は この 上 な い 勝 利 な の で ある 。 西 (クル アー ン 9 : 111) 


@ 朝 に 力 に アッ ラー の 道 に 出征 する こと の 徳 : 


1 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 道 に お いて 朝 に 出征 
する こと 、 あ る い は 夕 に 出征 する こと は 、 現 世 と そこ に ある も の 全て に 優る 
pl OZ2b テ グー リー と の えり の 信 未 9 


























ジー タプ シシ シーク 人 人 アジ ラー の こと 商人 具 あ れ ) 付 言 い 肖 し た の 
ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “アッ ラ 
ー の 道 に お いて 朝 に 出征 する こと 、 あ る い は 夕 に 出征 する こと は 、 太 陽 が 昇 
り 、 沈 む の を 目 に する 全て の も の に も 優る 。 ” 」 (ムスリム の 伝承 ず ) 


























@ アッ ラー の 道 に お ける ジ ハ ー が に 出征 し た 先 で 死ん だ り 、 殺 さ 
れ た り し た 者 の 徳 : 





1 27 クター の 作 全 私 ま 北本 
そし て アッ ラー と その 使徒 ゆえ に 移住 を 意図 し て 自分 の 家 を 後に し 、 (それ 
を 達成 する 前 に ) 命 を 失っ た 者 に は 、 ア ッ ラ ー か ら の 報奨 が 確実 で あろ う 。 
アッ ラー は お 赦し 深く 、 慈 悲 深 い お 方 で ある 。 思 (クル アー ン 4 : 100) 





2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 
そし て も し あな た 方 が アッ ラー の 道 に お いて 殺さ れ た か 死ん だ り し て も 、 ア 
ッ ラ ー か ら の お 赤 し と ご 慈悲 こそ は (不信 仰 者 た ち が 現 世 で ) 稼ぐ も の 全て 





ま は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
# は アルテ ブ プ ハ ー リ ー の も の 。 


% サ ヒ ー フ ・ ア ル ニ プ ハー リー (773) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1349) 
W サ ヒ ー フ ・ ア ル ニ ブ ハー リー (2792) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1880) 
88 サビ ヒー フ ・ ム スリ ム (1883) 。 


雷電 


。 文章 
。 文章 


に 優る の で ある 。 そ し て も し あな た 方 が 死ん で も 殺さ れ て も 、 (結局 は ) ア 
ッ ラ ー の 御 許 へ と 召集 され る 境遇 な の で ある 。6B (クル アー ン 3 : 157 一 158 
) 


稀 ジハード を 望み つつ も 、 病 気 や その 他 の 理由 の た めそ れ を 阻ま 
れ た 者 の 徳 : 


アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 戦役 に 参加 し て いま し た が 、 そ の 時 こう 言い まし た 

「 マ ディ ー ナ に 残っ た ある 者 た ち は 、 私 た ちと 共に 山道 や 谷 を 進ん で いる 
の だ 。 彼 ら は 都合 ゆえ に (私 た ちと 共に ) 出征 で き な か っ た 者 た ち で ある 。 
」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 9) 





























(】 アッ ラー の 道 の た め の 戦 い に 備え る 者 の 徳 : 


ザイ ド ・ ブ ン ・ ハ ー リ ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー 
の 道 の た め の 戦 い に 備え る 者 は 、 実 に (既に ) 出征 し て いる の で ある 。 そ し 
て アッ ラー の 道 の 戦い に よき 理由 
% を も っ て 負 征 し な か っ た 者 も また 、 実 に 出征 し た こと に な る の で ある 。」 ( 
アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 






































@ アッ ラー の 道 に お いて 生命 と 財 を か け て 努 力 する 者 の 術 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 叫 

マデ ィ ー ナ の 民 と その 周辺 の 遊牧 部 族 た ち は 、 (出征 の 命令 を 出し た ) アッ 
ラー の 使徒 に (応じ て ) 追随 せ ず 、 共 に 出征 し な いよ う で あっ て は な ら な い 
。 ま た 彼ら 自身 (の 命 ) を 彼 (預言 者 の 命 ) より も 重んじ る よう あっ て も な 
ら な い 。 と いう の も ( ジ ハ ー が に 出征 する 者 た ち は ) アッ ラー の 道 に お いて 
彼ら が 喉 を 電 か せ 、 疲 労 困 令 し 、 錠 え 、 ま た (交戦 状態 に ある ) 不信 仰 者 た 
ちの 地 に 足 を 踏み 入れ て 彼ら を 怒ら せ 、 敵 に 被害 を 被 らち せれ ば 、 ア ッ ラ ー は 
それ ら に よっ て 彼ら へ の よき 報奨 を 記録 され な いこ と は な いか ら で あ る 。 実 
に アッ ラー は よく 服従 する 者 た ちの 報奨 を 、 少 し も 損なわ れる こと が な い 。 
また 多かれ 少な か れ (彼ら が ジ ハ ー 選 に お いて ) 拠出 し 、 谷 を 越え れ ば 、 ア 
ッ ラ ー は それ を 記録 され な いこ と が な い 。 (アッ ラー は ) 彼ら の 行っ て いた 
と ころ の も の より も 優れ た も の で 、 彼 ら に 報 わ れる の で ある 。 思 (クル アー 
ン 9 : 120-121) 





2 一 アプ ー・ ア プス (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 
アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き 


まし た : “アッ ラー の 道 に お いて 足 を 頑 ま みれ に (し て 努力 奮闘 ) する 者 は 




















39 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2839) 。 

90 

訳者 注 : 出征 し た 者 た ちの 用 事 や 、 彼 ら が 後に 残し た 家族 の 面倒 を 見 た り 援 助 し た りす る こと な ど を 指し ます ( ア 
ン テ ナ ワウ ィ ー 師 の サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム 解 釈 参照 ) 。 

9 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2843) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1895) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 











、 ア ッ ラ テー が 彼 に 地獄 を 禁じ られ る で あろ う 。”」 (アル ニブ ハー リー の 令 
承 め 


@ 朝夕 に モス ク に 赴く 者 の 徳 : 


アデ アブー・ ジ ライ ラ (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デッラ テー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 朝 夕 に モス ク に 
赴く 者 に は 、 彼 が 朝夕 に 出かけ る 度 に 、 ア ッ ラ ー が 天国 に お ける 歓待 を ご 用 
意 下 さる で あろ う 。」| ルル デア デ ルーブ プ ハ ーー リー と みえ スリ 0 




















⑯ デッラ ー の 道 に お いて 施し を する 者 の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た : 号 
アッ ラー の 道 に お いて 財 を 施す 者 た ち は 、7 本 の 穂 を 芽 吹 か せる 1 粒 の 種子 の 
よう で ある 。 (その 7 本 の 穂 は ) 各々 100 粒 も の 種 を 実ら せる の だ 。 ア ッ ラ ー 
は お 望み に な る 者 に (その 報奨 を ) 倍増 な され る 。 ア ッ ラ ー は この 上 な く 豊 
か で 、 全 て を ご 存 知 の お 方 で ある 。 四 (クル アー ン 2 : 261) 


2 一 アブ ー・ マ スウ ー ド ・ ア ル = ニ アンサー リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あ 
れ ) は 言い まし た : 「 あ る 男 が 手綱 を つけ た 1 頭 の 雌 ラ クダ を 連れ て や っ て 来 
て 、 言 いま し た : “これ は アッ ラー の 道 に (お いて 施し ます ) 。” する と ア 
ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言 いま し た : “審判 
の 日 、 あ な た に は 手綱 を つけ た 700 頭 の 雌 ラ クダ が 与え られ よう 。” 」 ( ム ス 
リム の 伝承 

















@ アッ ラー の 道 に お いて 殺さ れ た 者 の 徳 : 





1 一 浴 高め デッラ テー は こう 仰 ら れ ま し た : 避 

そし て アッ ラー の 道 に お いて 殺さ れ た 者 た ち を 、 死 人 と 思っ て は な ら な い 。 
彼ら は アッ ラー の 御 許 で 糧 を 与え られ 、 生 き 続 け て いる の で ある 。 (彼ら は 
そこ で ) アッ ラー か ら 与 えら れ た 恩恵 に 喜ん で いる 。 そ し て 彼ら の 後 を 追っ 
て 痢 教 へ と 向かう 者 た ち に は 恐れ も 悲し み も な い の だ 、 と 喜ん で いる の だ 。 
(また 彼ら に は ) アッ ラー か ら の 恩恵 と 豊か な お 恵み な が ある 。 そ し て アッ ラ 
ー は 信仰 者 た ちの 報奨 を 、 決 し て 損なわ れ た り し な い の だ 。 (クル アー ン 
3 : 169 一 171) 





2= ニ アデ プー クタ ー ダ ( 修 に アッ ラー の と 満 層 あ れ ) 代 言 いま し た : 「 デ 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 1 人 の 男 が や っ 
て 来 て 、 言 いま し た : “も し アッ ラー の 道 に お いて 殺さ れ た ら 、 私 の 罪 の 数 
々 は 攻 さ れる で し ょ うか ?” アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と d 
祝福 あれ ) は 言い まし た : “ああ 。 あ な た が 辛抱 強く 、 (その 行い で も っ て 
アッ ラー の 報奨 を ) 望み 、 背 中 を 見 せ ず に 向かっ て 行く の な ら 。 し か し 借金 
































2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (907) 。 
9 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (662) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (669) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (907) 。 


(を 残す こと ) だ け は 別 で ある 。 ジブリール ( 彼 に 平安 あれ ) が 私 に そう 言 
っ た の だ 。"” 」 (ムスリム の 伝承 59) 


⑥ 一 ズ ァ クル ( 唱 念 ) の 徳 : 


() ズ ア グル ( 唱 念 ) の 条 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 朴 

(彼ら と は ) 信仰 し 、 そ の 心 が ア チッ ラー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) で 平穏 で ある 者 
た ち (で ある ) 。 ア ッ ラ ー の ズ ィ ク ル に よっ て 心 が 平 穏 に な ら な いこ と が あ 
ろう か 。 四 (クル アー ン 13 : 28) 





2 ニ デ ジー アラ イラ ( 修 に アデ ッ ラー の ご ど 満 悦 あ れ ) - は 言い まし た :、! 預 
言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “至高 の アッ ラ 
ー は 仰 ら れ た : 「 わ れ は し も で が われ に 対し て 持っ て いる 、 そ の 思い の も と 
に ある 。 お われ は 彼 が われ を ズ ア グル ( 唱 念 ) すれ ば 、 彼 と 共に ある の だ 。 も 
し 彼 が 自ら の 中 で われ を ズ ア クル ( 唱 念 ) する の な ら 、 わ れ は 彼 を 自ら の 中 
で 称え よう 。 そ し て 彼 が 集団 で われ を ズ ア クル ( 唱 念 ) する の な ら 、 わ れ は 
それ に 優る 集団 (天使 た ちら) と 共に 彼ら を 称え よう 。 そ し て も し 彼 が (服従 
行為 に よっ て ) 手の平 1 つ 分 だ け わ れ に 近 付 こ うと する の な ら 、 わ れ は 彼 に 腕 
一 本 分 近 付 こ う 。 そ し て も し 彼 が (服従 行為 に よっ て ) 腕 一 本 分 だ け わ れ に 
近 付 こ うと する の な ら 、 わ れ は 彼 に 両 腕 分 近 付 こ う 。 そ し て も し 彼 が われ に 
歩み 寄っ て くる の な ら 、 わ れ は 彼 へ と 走っ て 行こ う 。」” 」 (アル テ ブ ハー 
リー と ムスリム の 伝承 ") 



































9 一 デア マー マム ナー ( 修 に アッ ラー の ご 清 隊 あめ あれ) は 計 い まし た ) 証言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “その 主 を ズ ィ ク ル 
( 唱 念 ) する 者 と し な い 者 の 例 は 、 あ た か も 生 者 と 死人 の よう で ある 。” 」 

(アル テ ブ ハー リー の 伝承 %) 








@ 来世 に つい て 念じ 、 思 い を 馳せ る こと の 徳 、 及 び 時 に それ を 忘 
れる こと が 許さ れる こと : 
ハン ザラ ・ ア ル テ ウ サイ イデ ィ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い ま 
し た : 「・・・ そ し て 私 と アブ ー・ バ クル は 行き 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に ア 
ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の も と に や っ て 来 ま し た 。 私 は 言い まし た : 
"アッ フー の 使徒 よ 、 ハ ン ザ ラ は 偽善 者 で す 。" する と アッ ラー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “どう し て だ ?”" 私 は 言 
いま し た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 あ な た と 共に いる と 、 あ な た は あめ たか もそ 
れ ら が 眼前 に ある か の よう に 地獄 や 天国 を 想起 させ て くれ ます 。 し か し あな 
た の も と を 離れ る と 、 私 た ち は 妻 や 子供 た ち 、 現 世 の 諸 事 に 夢中 に な っ て し 
朱 、 (で れれ 信 の 訓 成 を ) びき く 記 れれ で し まう の で す 。" する と デッラ ター の 
使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “私 の 魂 が その 
































5 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1885) 。 
% サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7405) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2675) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
7 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6407) 。 


御手 に 要 ね られ て いる お 方 に か け て 。 あ な た が 私 の も と に ある 時 の よう な ズ 
アク クル ( 唱 念 ) の 状態 を (私 か ら 離 れ た 後 も ) 継続 し て いれ ば 、 あ な た 方 の 
寝床 や 行く 道々 で 天使 た ちら が あな た に 握手 を する で あろ う 。 し か し ハン ザラ 
よ 、 (人 間 と は ) 時 に こう あれ ば 、 ま た ある 時 に は そう ある も の な の だ 。“ 
」 (ムスリム の 伝承 め ) 





⑦ー が ゥ デー (祈願 ) の 徳 
@ が ゥ デー (祈願 ) の 徳 : 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 爺 ら れ ま し た : 丁 
そし て わが し も べた ち が わ れ に つい て あな た に 尋ね た ら 、 (こう 言う が よい 
) : 「 実 に われ は (あな た の ) 近い と ころ に お り 、 わ れ を 呼ぶ 者 の 祈り に 答 
えよ う 。 ゆ え に わ れ に 欠 わ せ 、 わ れ を 信仰 させ よ 。 あ な た 方 は 正しく 導 か れ 
る こと で あろ う 。」 皿 (クル アー ン 2 : 186) 


ウー の ジー ジラ イラ 人 ( 條 に アデ み ラ テー の こ 満 恒 あ め れ ) 人 は 言い まし た ! デ 
ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “アッ 
ラー は 仰 ら れ た : 「 わ れ は し も で が われ に 対し て も っ て いる 、 そ の 思い と 共 
に ある 。 そ し て 彼 が 呼べ ば 、 彼 と 共に ある 。」” 」 (アル テ ブ ハー リー と ム 
スリ ム の 伝承 %) 


























() 俳 の 赦し と 堅固 さ 、 敵 へ の 勝利 を が ゥ デー (祈願 ) する こと の 
徳 : 





至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 号 
そし て 彼ら は こう 言う だ け で あっ た : 「 わ れ ら が 主 よ 、 私 た ちの 人 罪 と 行き 過 
ぎの 数 々 を お 赤 し 下さ い 。 そ し て (戦場 に お いて ) 私 た ちの 足 を 堅固 に 固め 
、 不 信仰 者 の 敵 に 対し て 勝利 を お 授け 下さ い 。」 す る と アッ ラー は 彼ら に 現 
世に お ける 報奨 と 、 来 世に お ける 報奨 を 与え を られ た 。 ア デッラ ー は か れ に よく 
従う 者 た ち を 月 で られ る 。 皿 (クル アー ン 3 : 147 一 148) 


98 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2750) 。 
9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7405) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2675) 。 文章 は ムスリム の も の 。 


